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　はじめに

ハタ科 Serranidaeヤマトトゲメギス属 Aporops

はヤマトトゲメギス Aporops bilinearis Schultz, 

1943 のみが有効とされている（Randall and 

Baldwin, 1997；吉田・本村，2014）．ヤマトトゲ

メギスは国内において，南鳥島，屋久島，奄美大

島，喜界島，南大東島，および石垣島から記録さ

れている（瀬能，2013；吉田・本村，2014）．

2018年 10月 23日に奄美群島沖永良部島沖泊

漁港沖において，ヤマトトゲメギスの黄緑色幼魚

が 1個体採集された．これまでにも黄色味を呈す

る幼魚が報告されているが，その写真が出版され

た例はないので，ここに報告する．なお，本標本

は沖永良部島からの本種の標本に基づく初めての

記録となる．

　材料と方法

計数・計測方法は Randall and Baldwin (1997)に

したがった．標準体長は体長と表記し，デジタル

ノギスを用いて 0.1 mmまで行った．標本の作製，

登録，撮影，および固定方法は本村（2009）に準

拠した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合

研究博物館（KAUM）に保管されており，上記

の生鮮時の写真は同館のデータベースに登録され

ている．

　結果と考察

Aporops bilinearis Schultz, 1943

ヤマトトゲメギス　（Fig 1; Table 1）

標本　KAUM–I. 122377，体長 17.5 mm，奄美

群島沖永良部島沖泊漁港沖西方（27°23′54″N, 

128°33′00″E），水深 10–18 m，上野大輔ほか，タ

モ網，2018年 10月 23日．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合

を Table 1に示した．体は細長く，やや側扁する．

吻端から背鰭起部にかけての背面は緩やかに曲が

る．口は大きく斜位で，口裂はわずかに斜行し，

主上顎骨後縁は眼後縁を越える．両顎は絨毛状歯

帯を有し，歯帯の幅は前方が広く，後方は狭い．

鋤骨と口蓋骨に絨毛状歯帯がある．前鼻孔は短い

管を有し，その先端が開孔する．後鼻孔は孔状で，

眼前縁近くに開孔する．前鰓蓋骨の縁辺は円滑．

前鰓蓋骨後縁に 1本の太い棘があり，上向きに突

き出る．側線は 2本．前方側線は鰓蓋上方から背

鰭第 3棘基底直下にかけて曲線をなすように上昇

し，背鰭軟条基底部中央下にかけて緩やかに下降

する．後方側線は背鰭軟条基底部後方下から体軸

上をはしる．背鰭起部は胸鰭基部上端直上よりや

や前方に位置する．胸鰭先端は背鰭第 3軟条基底

直下に位置する．臀鰭起部は背鰭第 4軟条基底直

下に位置する．腹鰭は短く，その先端は背鰭第 3

棘基底直下に位置する．尾鰭は円形．

色彩　頭部は茶色がかった黄緑色を呈する．体

側は黄緑色を呈する．背鰭，臀鰭，および尾鰭は

黄緑色を呈し，縁辺は白色を呈する．腹鰭は透明

で，黄色がかる．胸鰭は半透明で，黄色を呈し，

縁辺は黒色がかる．

分布　本種はインド・太平洋に広く分布する
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（Randall and Baldwin, 1997；吉田・本村，2014）．

日本では南鳥島（Randall and Baldwin, 1997；瀬能，

2013），屋久島（吉田・本村，2014），奄美大島（瀬

能，2000, 2013；吉田・本村，2014），喜界島

（Kamohara, 1957; Kamohara and Yamakawa, 1968; 

Randall and Baldwin, 1997；瀬能，2000, 2013），沖

永良部島（本研究），南大東島（吉郷，2004；吉

郷ほか，2005；瀬能，2013），および石垣島（Randall 

and Baldwin, 1997；瀬能，2013）から記録されて

いる．

備考　沖永良部島から採集された標本は，側

線が 2本あること，前鰓蓋骨棘が太く上向きに

尖っていることからヤマトトゲメギス A. bi-

linearisと同定された．

Randall and Baldwin (1997)は西オーストラリア

から得られた体長 16 mmの A. bilinearisが生鮮時

一様に黄色であったと記述したが，写真を掲載し

なかった．本研究で扱った沖永良部島産の体長

17.5 mmの個体（Fig. 1）は体色が一様に黄緑色

を呈することが確認された．タヒチから得られた

体長 35.7 mmの個体（Fig. 2）は体色が一様に茶

褐色を呈するが，背鰭，臀鰭，および尾鰭の外側

Okinoerabu-
jima island Tahiti

KAUM–I. 
122377

KAUM–I. 
108074

 Standard length (SL, mm) 17.5 35.7
Dorsal-fin rays VII, 24 VII, 24
Anal-fin rays III, 18 III, 19
Pectoral-fin rays 16 16
Principal caudal rays 17 17
Anterior lateral-line scales 31 34
Posterior lateral-line scales 22 22
Gill rakers
     (upper + lower = total) 6 + 11 = 17 5 + 11 = 16

 % of SL
Body depth 22.9 25.5
Body width 12.0 14.6
Head length 36.6 35.3
Snout length 5.1 5.9
Orbit diameter 6.9 7.6
Interorbital width 3.4 2.5
Upper-jaw length 16.0 15.4
Caudal-peduncle depth 10.3 10.4
Caudal-peduncle length 8.0 7.8
Pre-dorsal-fin length 37.1 35.6
Pre-anal-fin length 58.9 61.9
Pre-pelvic-fin length 27.4 30.0
Dorsal-fin base 56.6 58.5
First dorsal-fin spine length 2.9 4.2
Last dorsal-fin spine length 4.0 5.3
Longest dorsal-fin soft ray 

length 11.4 12.6

Anal-fin base 29.1 29.1
First anal-fin spine length 2.3 2.5
Second anal-fin spine 

length 5.7 4.2

Third anal-fin spine length 2.3 2.5
Longest anal-fin soft ray 

length 12.6 11.5

Caudal-fin length 20.6 21.3
Pectoral-fin length 26.9 22.7
Pelvic-fin length 9.7 10.9

Fig. 1. Fresh specimen of Aporops bilinearis from west of Okidomari Fishing Port, Okinoerabu-jima island, Kagoshima, Japan (KAUM–I. 
122377, 17.5 mm standard length).

Fig. 2. Fresh specimen of Aporops bilinearis from Tahiti, French 
Polynesia (KAUM–I. 108074, 35.7 mm standard length).

Table 1. Meristics and morphometrics of specimens of Aporops 
bilinearis.
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が，黄緑色がかることから，本個体も幼魚時には

黄色みを帯びていたと推測される．

日本国内におけるヤマトトゲメギスの分布は

「分布」の項で述べたとおりであり，記載標本は

本種の沖永良部島における標本に基づく初めての

記録となった．

比較標本　ヤマトトゲメギス Aporops biline-

aris：KAUM–I. 108074，体長 35.7 mm，フレンチ

ポ リ ネ シ ア・ タ ヒ チ 島（17°46′59″S, 149°18′ 

24″W），水深 1.5 m，2017年 10月 5日．
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